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６．３ トレースバック機能 

 「トレースバック画面」は出荷された製品に使用されている原材料がどのような生産行程

で使用されたかを一覧で表示します。「トレースバック画面」は出荷管理画面で記録を選択

して「トレース」ボタンを選択することで開くことができます。 

以下のように「トレースバック画面」が表示されます 

 

ｃ 

押下 
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生産管理の記録を選択すると使用された原材料が選択状態になります。また、受入管理の

原材料を選択すると使用した生産管理の記録が選択状態になります。 
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６．４ トレースフォワード機能 

 「トレースフォワード画面」は受け入れを行った原材料がどのような生産行程で使用され

たか、どこに出荷されたかを一覧で表示します。「トレースフォワード画面」は受入管理画

面で記録を選択して「トレース」ボタンを選択することで開くことができます。 

 

以下のように「トレースフォワード画面」が表示されます。 

 

ｃ 

押下 
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生産管理の記録を選択する紐づく出荷管理の記録が選択状態になります。また、出荷管理

の記録を選択すると出荷された製品の生産管理の記録が選択状態になります。 
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６．５ 前処理編集機能 

 生産行程管理画面で前処理を行った原材料の作業記録を入力する機能です。前処理記録

で入力された原材料は歩留り、非有機含有率の計算には含まれません。 

例えばミカン 100kg の皮むき作業を行いミカンの重量が 80kg となる場合、皮むきによ

って減った重量 20kgを歩留りや、非有機含有率の計算に含めたくない時に前処理記録とし

て入力を行います。 

また、製品ごとに生産行程管理記録を作成するので、一つの生産行程管理内で前処理を行

われた原材料は、その生産行程内ですべて使用することを前提に入力を行ってください。例

えば、ロット番号「20160302」のミカンジュースで入力された前処理ミカンを別のロット

番号の「20160305」のミカンジュースでは使用できません。前処理を行った原材料を複数

の製品で使用したい場合は半製品として「皮むきミカン」を作成してそれぞれの生産行程管

理記録で投入した記録をつけてください。 

 

 前処理行程を入力するにはまず、設定画面の前処理行程にチェックを入れます。 
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以下のように「前処理行程」が表示されます。 

 

 

「追加」ボタンを選択すると以下のような編集画面が表示されます。「前処理投入量」に皮

むき前のミカン重量 100kg、「処理後重量」に皮むき後のミカン重量 80kg が入力された状

態です。 
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「OK」ボタンを選択すると以下のように表示がされます。上部の表に「作業時間」、「作業

行程」、「使用機械」が表示され、下部の表には「前処理投入量」と「処理後重量」、処理に

よって生じた破棄重量である「処理ロス重量」の合計が原材料名ごとに表示されます。 
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６．６ 複数種類の JASマーク入力 

下図は、JASマークの種類をいくつか登録した状態です。 

編集画面の「JASマーク（枚）」の入力欄を選択します。 

下図のように、JASマークの種類ごとの使用枚数を入力する画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ 

押下 
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複数 JASマークを登録した場合は、編集画面の「JASマーク（枚）」の入力欄に手動で入

力することはできません。編集画面の「JASマーク（枚）」の入力欄には、左側で入力した

各マークの合計枚数が自動入力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 
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６．７ 編集画面からのマスタ編集 

 下図のように、「原材料名」のドロップダウンの横には、薄いグレーの矢印があります。 

 

 

下図のように、原材料画面が表示されます。左側には、「受入管理編集中」と表示されま

す。 
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原材料画面で原材料の新規追加、編集、削除等の作業を行った後に画面左側の「受入管理編

集中」を選択すると元の画面に戻ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ 

押下 
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６．８ 使用・不使用の切り替え 

 

 「施設」「原材料」「製品」「資材」「機械・器具」「入手先」「追加確認」で登録した記録（行）

を削除する場合、受入管理記録や生産行程管理記録で既に使用している記録（行）は削除

することができません。 

 既に使用している記録（行）を削除する場合、不使用の記録（行）として登録されます。 

 

 下図は、既に生産管理記録で使用されている「充填機」を不使用機械・器具として登録す

る場合です。 

 

 

画面上部の「削除」ボタンを押下すると下図のような確認画面が表示されるので、「OK」ボ

タンを押します。 

 

 

 下図のようなメッセージが表示されるので、「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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 下図のように「充填機」が表示されません。 

 

 

 

画面上部の「不使用」ボタンを押します。 

 

 

 

 

下図のように、不使用機械・器具を含めた一覧が表示されます。 

 不使用機械・器具の記録（行）の左端には下図のような印が表示されます。 

 ※再度「使用」ボタンを押すと、不使用使用機械・器具を含めずに表が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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 「充填機」を不使用機械・器具から使用している機械・器具に戻す場合、下図のように「充

填機」を選択して画面下部の「編集」ボタンを押します。 

 （※ダブルクリックしても戻すことができます。） 

 下図のような確認画面が表示されるので、「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 下図のようなメッセージが表示されるので、「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※「不使用」「使用」ボタンが表示される場合は、不使用の記録（行）がある場合だけで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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６．９ バックアップ・復元 

 下図は設定画面です。設定画面では、赤枠のバックアップ機能と復元機能を使用すること

ができます。万が一、機械が故障してデータが無くなった場合に備え、データの複製を作成

し、復元することができます。 

 

 

（１）バックアップファイルを作成します。 

下図のように「バックアップファイル作成」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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下図のような参照画面が表示されるので、バックアップファイル（複製）を保存するフォル

ダを選択して「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Cドライブに直接保存することはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 下図のようなメッセージが表示されるので、「OK」ボタンを押します。「Norm-Pf.db」と

いうバックアップファイルが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

 

押下 

 

押下 
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（２）データを復元します。 

下図のように「データ取り込み」ボタンを押します。 

 

 

 

 下図のようにバックアップファイルを選択し、「開く」ボタンを押します。 

 

 

 

 下図のようなメッセージが標示されるので「OK」ボタンを押します。 

 これでデータの復元が完了します。 

 

 

 

 

 押下 

 

押下 

押下 
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６．１０ キーボード操作 

 キーボードを使用して、以下の 3つを操作することができます。 

 

① 表の記録（行）を選択する 

② 画面下部のボタンを押す 

③ 編集画面を閉じる 

 

 

① 表の記録（行）を選択します。 

キーボードの「Shift」キーを押すと下図のように表示されます。 

「Shift」キーを押したまま、「↑」キーと「↓」キーを押して記録（行）を選択しま

す。 

 

 

 

 

② 画面上部のボタンを押します。 

キーボードの「Shift」キーを押すと下図のように表示されます。 

 

 

 

 上図のように、画面下部の各ボタンに「F1」「F2」等と表示されます。 

「Shift」キーを押したまま、「F1」キーや「F2」キーを押して各ボタンを押すことができ

ます。 
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③ 編集画面を閉じます。 

編集画面を表示させ、キーボードの「Shift」キーを押すと下図のように表示されます。 

「Shift」キーを押したまま、「Delete」キーを押して編集画面を閉じることができます。 
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６．１１ 格付実績 

 設定画面の格付実績ボタンを選択することで、格付けを行った総量を表示することがで

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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６．１２ 半製品の扱いについて 

 半製品は製品を作成するための原材料として使用される製品です。以下に半製品から製

品を作成する例を示します。 

  

（１）半製品を追加 

製品画面から半製品として「レモン果汁」を追加します。 

 

 

  

 

押下 
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（２）「レモン果汁」の配合管理記録作成 

 配合管理画面でレモン果汁のレシピを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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（３）「レモン果汁」の製造管理記録を作成 

 製造管理画面からレモン果汁の製造管理記録を作成します。 

 

以下のように生産行程管理画面から、「生産行程」と「製造量」の入力を行います。 

 

以上で半製品「レモン果汁」の入力が完了です。 
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（４）半製品を使用したレシピの作成 

配合管理画面からミカンジュースのレシピを作成します。 

 

原材料としてミカンとレモン果汁を選択します。半製品を原材料として選択する場合は

「原材料名-レシピ名」という形で表示されます。下記では「レモン果汁-レモン果汁」を選

択しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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（５）「ミカンジュース」の製造管理記録を作成 

 製造管理画面からミカンジュースの製造管理記録を作成します。 

 

 

生産行程管理画面から、「生産行程」の入力を行います。レシピには半製品の「レモン果

汁」が選択されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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使用原材料の一覧には（３）で入力されたレモン果汁の製造量が表示されます。 

 

以下のように「生産行程」と「製品量」に入力を行います。 

 

以上で、半製品を原材料として製品を作成する場合の入力が完了です。 
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また、半製品に関しては「半製品管理記録」という帳票を作成することができます。半製品

が区分のドロップダウンで選択されている状態だと、画面右上に「帳票」ボタンが表示され

ます。 

 

「帳票」ボタンを選択すると「半製品管理記録」のプレビュー画面が表示されます。 

 

半製品の「製品名」、「年月日（製造開始日）」、「製造ロット番号」、「製造量」、「サンプル保

存量」、「破棄量」、「使用量」、「在庫量」が表示されます。「在庫量」には半製品が製造に使

用された場合や、出荷された場合などを減算した値が表示されます。 
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６．１３ 記録期間一括入力 

 「受入管理」、「製造管理」、「格付管理」、「出荷管理」、「洗浄管理」、「JASマーク管理」画

面にはそれぞれ右上に記録期間の入力欄があります。開始日付と完了日付を入力すること

で表示されている表の内容を絞り込むことができます。 

設定画面の記録期間に開始日付と完了日付を入力すると各画面の記録期間が一括で入力

されます。 

 

 

 

６．１４ 格付総量について 

 格付総量は格付・出荷管理画面右上に表示される情報です。格付を行った作物の総量が表

示されます。 

たとえば製造量が 100kg の製品に対して 2 日にわけて 50kg ずつ格付けを行った場合の

格付総量は 100kg になります。また 1 度格付けを行った製品に対して再度格付を行う場合

は格付総量には加算されません。つまり 100kg の製品を全量格付けした後に、同じ製品に

対して格付けをしても格付総量は 100kgとなります。 

格付総量を編集する場合は以下のように行います。 

 

 

押下 
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（２）格付総量の編集画面が表示されるので、総量に値を入力して「OK」ボタンを押しま

す。 

 

 

 

押下 


